
　
三
和
中
学
校
1
年
生
が
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
で
小
説
「
黒
い
雨
」
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
6
月
19
日
、
講
師
の
重
松
文
宏
さ
ん

は
、
小
説
の
主
人
公
「
閑
間
重
松
」
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
重
松
静
馬
さ
ん
が

綴
っ
た
被
爆
日
記
や
被
爆
者
の
体
験
談

が
小
説
家・井
伏
鱒
二
氏
に
よ
っ
て「
黒

い
雨
」
と
い
う
小
説
に
な
る
ま
で
の
過

程
を
、
二
人
の
手
紙
の
や
り
と
り
な
ど

を
紹
介
し
な
が
ら
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月
25
日
に
は
実
際
に
小

説
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
（
平
和
ロ
ー

ド
）
を
廻
り
ま
し
た
。
平
和
ロ
ー
ド
に

は
、
井
伏
氏
の
直
筆
の
記
念
碑
（
2
か

所
）
と
文
学
碑
が
あ
り
ま
す
。
つ
つ
じ

が
丘
公
園
の
平
和
の
文
学
碑
に
は
、「
戦

争
は
い
や
だ
　
勝
敗
は
ど
ち
ら
で
も
い

い
　
早
く
済
み
さ
え
す
れ
ば
い
い
　
い

わ
ゆ
る
正
義
の
戦
争
よ
り
も
　
不
正
義

の
平
和
の
方
が
い
い
」
と
井
伏
氏
の
平

和
へ
の
叫
び
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
最

後
に
「
黒
い
雨
」
の
最
終
場
面
の
乱
塔

池
に
行
き
、
主
人
公
が
叶
わ
ぬ
願
い
と

分
か
っ
て
い
て
も
祈
り
を
こ
め
た
場
面

に
小
説
の
奥
の
深
さ
を
学
習
し
ま
し
た
。

重
松
さ
ん
は
、「
こ
の
度
学
習
し
た
こ
と

は
、
す
ぐ
に
は
解
り
に
く
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
い
つ
か
こ
の
小
説
が
伝
え
よ

う
と
し
た
も
の
…
原
爆
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
、
反
核
・
反
戦
・
平
和
へ
の

祈
り
を
広
く
伝
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
被
爆
地
・
ヒ
ロ
シ
マ
に
い
る
私
た
ち

は
、戦
争
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、

ど
ん
な
に
時
が
過
ぎ
て
も
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
の
悲
劇
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
平
和
と
命
の
大
切
さ
を
考
え
伝
え

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
和
へ
の
祈
り
…�『
黒
い
雨
』に
学
ぶ

ひ
ろ
し
ま
平
和
発
信
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　「
黒
い
雨
」
の
舞
台
　
神
石
高
原
町
か
ら
今
だ
か
ら
こ
そ
被
爆
者
の
願
い
を
…

日
　
時　
8
月
4
日
（
土
）　
午
後
１
時
30
分
～
（
午
後
１
時
開
場
）

場
　
所　
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー

〈
第
１
部
〉
被
爆
体
験
の
話　
上
田
桂
子
さ
ん
（
神
石
高
原
町
在
住
）

〈
第
２
部
〉�

萩
原
麻
未
（
ピ
ア
ノ
）
＆
Ｋ
・
バ
ー
テ
ル
ス
（
チ
ェ
ロ
）

�

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料　
１
、
０
０
０
円
（
前
売
り
）

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
場
所

　
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
・
さ
ん
わ
総
合
セ
ン
タ
ー
・
各
公
民
館

お
問
い
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
８
２
‐
２
０
０
３

平
和
サ
ロ
ン
志
麻
利

　
小
説
「
黒
い
雨
」
発
祥
の
地
か
ら
「
平
和
の
こ
こ
ろ
」
を
伝
え
よ
う

日
　
時　
8
月
6
日
（
月
）　
午
後
1
時
30
分
～

場
　
所　
小
畠
交
流
会
館
前
駐
車
場

内
　
容　
ド
レ
ミ
フ
ァ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
平
和
の
歌

　
　
　
　
小
説
「
黒
い
雨
」
に
学
ぶ　
～
三
和
中
学
校
1
年
生
の
学
習
発
表
～

平
和
の
千
羽
鶴
運
動 

～
わ
た
し
の
想
い
　
千
羽
鶴
へ
～

　
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
へ
平
和
の
祈
り
を
千
羽
鶴
に
託
し
「
原
爆
の

子
の
像
」
へ
捧
げ
ま
せ
ん
か

　
昨
年
は
5
万
羽
を
超
え
る
折
り
鶴
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
8
月
22
日

（
水
）
に
み
な
さ
ん
の
平
和
へ
の
祈
り
と
と
も
に
平
和
公
園
へ
献
呈
に
行
き
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
折
り
鶴
設
置
場
所
お
よ
び
お
問
い
合
せ
先

　
油
木
公
民
館　
☎
８
２
‐
０
７
０
１

　
神
石
公
民
館　
☎
８
７
‐
０
１
８
１

　
豊
松
公
民
館　
☎
８
４
‐
２
１
８
８

　
三
和
公
民
館　
☎
８
９
‐
３
３
４
５

　８月６日（月）広島に原爆が投下さた午前８時 15分，そして，８月９日（木）長崎に原爆が投下された
午前 11時２分に，原爆死没者を哀悼し世界平和の実現を祈り１分間の黙とうを捧げましょう。黙とうのお願い

　神石高原町教育委員会では，読書についての関心を高め，積極的・自主的な読書活動を
推進するため，８月を神石高原町読書月間としています。その取り組みの一環として読書
の楽しさ，本に親しむきっかけとして読書感想文を募集します。
　また町内中学生が「15 歳からの提言」として町長へ提案した『「黒い雨」の部』を本年
度も設けます。神石高原町を舞台とした井伏鱒二著の「黒い雨」が今だからこそ

4 4 4 4 4 4

さらに多
くの方に読まれ「放射能」や「平和への思い」の再認識，「神石高原町」の新たな面の発
見に繋がることを願います。各部門へ多数ご応募ください。

「教養のまち　神石高原町」

応 募 資 格 	 	神石高原町内の小学生（３年生以上），中学生，高校生および一般
　　　　　　　　　※一般の部・「黒い雨」の部については年齢・町内外を問いません。
応 募 区 分 	 ◇小学生の部（３年生以上）　　	◇中学生の部
　　　　　　　　　◇高校生の部　　◇一般の部　　◇「黒い雨」の部
　　　　　　　　　※	『「黒い雨」の部』は年齢別とせず，小学生から一般までがそれぞれの視点で「黒い雨」

についての感想文を応募されることを趣旨としています。

募 集 期 間 	 平成 24 年８月１日（水）から９月 30 日（日）まで（当日消印有効）
応募上の注意 	 ・	400 字詰め原稿用紙に小学生の部は３枚以内，その他の部は５枚以内

とします。
　　　　　　　　　・	原稿用紙の一行目に題目を記入してください。学校名・住所・名前は

原稿用紙には記入しないでください。
　　　　　　　　　・	左の別紙「平成 24 年度神石高原町読書感想文コンクール申込書」に

記入のうえ，作品と一緒に提出してください。
　　　　　　　　　・	対象とする図書は，教科書・新聞・雑誌（付録含む）以外のものです。

ただし，「黒い雨」の部については井伏鱒二著の「黒い雨」とします。
　　　　　　　　　・	応募作品は一人一編で未発表のものに限ります。
　　　　　　　　　・	応募された作品は返却しませんので，必要な人は複写しておいてください。
　　　　　　　　　・	入賞作品の版権は，主催者に帰属するものとします。
応 募 先 	 〒 720-1812　	広島県神石郡神石高原町油木甲 5071 番地１	

（シルトピアカレッジ図書館内）
	 神石高原町教育委員会生涯学習課生涯学習係　宛
	 ☎ 0847-82-2003　ＦＡＸ 0847-82-2004
発 　 　 表 	 	小中学生は，所属学校を通じて通知，一般・高校生は，直接通知します。
表彰及び表彰式 	 	優秀作品の受賞者には表彰式で賞状・記念品を授与します。
そ の 他 	 応募要項および申込書は，町内各公民館へ設置しています。
問い合わせ先 	 神石高原町教育委員会生涯学習課生涯学習係　☎ 0847-82-2003
主 催 	 神石高原町・神石高原町教育委員会

「読書感想文」を
募集します！

神石高原町読書感想文コンクール募集要項

��
��24年�神石高原町読書感想文コンクール��書

学 校 名
※ 一 般 は 空 白

年齢　　 歳ふ り が な

名 前

郵 便 番 号 　　〒

住 所

電 話 番 号

応 募 区 分
　　１.小学生の部　　2．中学生の部　　3．高校生の部

　　4．一般の部　　　5．「黒い雨」の部

作 品 名

読 ん だ 本 の タイトル

著者名

発行所

※　記入いただいた個人情報は，神石高原町読書感想文コンクール事業
　のみに使用します。
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